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地デジ完全移行に向けた「簡易なチューナー」の仕様ガイドラインの公表 

 

地上デジタルテレビジョン放送は、平成 15 年 12 月の開始後、昨年 12 月にはすべての都道府

県で放送が始まるなど、これまで普及展開が順調に推移しており、平成 23 年（2011 年）のアナロ

グ終了期限まで約３年７ヶ月となった現在、デジタル化完了への最終段階に入ったところです。 

今後は、地デジ完全移行に向け、受信側の環境整備など様々な課題を解決すべく、関係者が

一致協力して積極的に取組を進めていくことが重要となっています。 

このような中、今年８月の情報通信審議会「地上デジタル放送の利活用の在り方と普及に向け

て行政の果たすべき役割」第４次中間答申で、デジタル放送視聴のための最小限の機能を有す

る簡易なチューナーの必要性等が提言されていることを踏まえ、総務省は、このような機器の仕

様検討等について社団法人デジタル放送推進協会（Dpa）に協力を求めてきました。 

今般、Dpa において、簡易なチューナーの位置付けイメージ及び必要最小限の仕様ガイドライ

ンが別添のとおり取りまとめられ、本日、総務省はその報告を受けましたので、お知らせします。 

総務省及び Dpa では、本仕様ガイドラインの活用など受信側の環境整備に向け、今後とも地

デジ完全移行のための取組を進めていく予定です。 

 

（関連報道資料） 

・ 「地上デジタル放送の利活用の在り方と普及に向けて行政の果たすべき役割」 

情報通信審議会 第４次中間答申 

http://www.soumu.go.jp/s-news/2007/070802_5.html 
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